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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 中高一 貫

教育校 に

ふさわ し

い教育 課

程の検討、

授業改 善

及び学 習

指導の 充

実を図る。 

「授業で力がついた」

と 答 え る 生 徒 の 割

合：80％(中・高共通) 

中等部 88.2％ 

高校 82.3％ 

全校 83.6％ 
Ａ 

成果目標の達成は教員が授業リサー

チやＩＣＴ機器を活用していること

の証左と考える。今後は、教務課と研

修課が連携して次期学習指導要領に

対応した授業実践のための取り組み

をしていく。 

週５日以上家庭学習

に取り組む生徒の割

合：80％(中・高共通) 

中等部 66.9% 

高校 79.9% 

全校 73.4% Ｃ 

学習の計画や時間の記録をすること

で、見通しと振り返りができるように

指導している。今後は、クラッシーを

活用するなど、学習時間の可視化がで

きるようにしていく。 

校内演奏会、公開レッ

スン等実施回数：年間

計12回 

美術鑑賞、実技講習会

等実施回数：年間計10

回 

校内演奏会６

回、校外演奏会

２回、公開レッ

スン１回、課外

授業３回、計１

２回実施。 

美術鑑賞２回、

実技講習会９

回、計１１回 

Ａ 

予定通り実施できた。芸術科生徒

の専門的な知識、技能の向上につ

ながった。今後も継続していく。 

芸術科を本校の特色

として感じている生

徒の割合：80％ 

中等部 90.3%、 

高校 81.8% 
Ａ 

芸術科の活動を紹介する努力を継続

していく。 

授業公開週間実施回

数：年間４回 

外部講師による講演

満足度：80％以上 

ちょっと見週間

２回 

ちゃんと見週間

２回 

計４回実施 

満足度８０％ 

Ｂ 

行事の合間に設定されていたので、実

施時期を再検討していく。 

新学習指導要領に適応した、実践と評

価の方法について、研修する機会を設

ける。 
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イ こ こ ろ ざ

し を 育 む

た め の 進

路 指 導 の

充 実 を 図

る。 

 

講演、講義等の回数：

年間計10回以上 

中学は中１のみ

３回実施。 

高２は大学出張

講義で様々な学

部の先生を招

き、大学の講義

を生徒向けに実

施。 

河合塾から講師

を招き、進路実

現に向けた学習

の取り組みなど

の講演会を生徒

向けに実施し

た。 

中等部・高校普

通科・芸術科で

総計 15回実施。 

Ａ 

進路指導の繋がりを意識させるよう

な振り返りシートが６年分必要であ

る。 

 

生徒にとって志望校を考えるきっか

けになった。自分が興味のある学部の

講義を聴くことは勉強になったが、興

味のある学部を選べなかった生徒へ

の対応が十分でなかった。 

 

一部の意識の高い生徒に対しては効

果的な講演であったが、成績下位層の

生徒へのさらなる働き掛けが必要で

ある。 

中等部：学力到達度調

査 評価Ａ以上：27％

以上（中３） 

高校：国公立大学合格

者 30％以上（普通科）、

芸 術 系 大 学 合 格 者

70％以上（芸術科） 

中３：学習到達

度評価 A以上が

27.6％で上位層

は頑張っている

が二極化が進

む。高校：国公

立大学合格者率

は現状では不明

だが、生徒の実

態に合わせて補

講等を実施し、

目標達成に向け

て継続的に指導

している。 

Ｂ 

今後、高校進学へ向けて、上位者を伸

ばし、下位層の学力向上を図る指導を

継続していく。 

 

 

来年度から、共通テストが実施される

こともあり、学校全体で進路実現に向

けた指導の在り方を再検討していく

必要がある。 

ウ 中高が 連

携し、効果

的な生 徒

指導を 推

進し、規範

意識と 自

己肯定 感

を高める。 

年間の交通事故件

数：中等部・高校とも

に前年度比減 

中等部５件、高

校６件 

前年度よりも

中・高ともに１

件増加し、目標

達成できなかっ

た。 

Ｃ 

交通安全委員会が活発に活動した。生

徒への注意喚起は数多く行ったが、事

故件数が若干増加した。 

中高連携を密にし、開発的な交通安全

指導を行う。 

「信頼できる先生が

いる」と答える生徒の

割合：70％(中・高共

通) 

71.3％(中・高共

通) 
Ｂ 

中等部において、肯定的な回答の割合

が特に高い。人権教育担当を中心に研

修内容を周知し、実践力を身につける

研修を継続していく。 

「自分には良いとこ

ろがある」と答える生

徒の割合：70％（中・

高共通) 

73.6%(中・高共

通) 
Ｂ 

自己肯定感が高い生徒像がうかがえ

る。高い自己肯定感が学業生活全般の

達成度を引き上げていくことに繋げ

ていきたい。 
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生徒向け「相談室だよ

り」発行：年間計10回 

年間５回全生徒

に配布した他、

ＨＲ掲示用を１

回掲示した。ま

た、ほっとすぽ

っと前と１棟２

階に教育相談の

コーナーを作

り、月に１回以

上、内容の更新

を行った 

Ｂ 

教育相談コーナーの設置により、教育

相談室の認知度が上がったほか、現在

は特に相談を必要としない生徒につ

いても自己肯定感の向上や不登校な

どの予防にも繋がったと考えられる。 

教育相談コーナーの活用が効果的な

ことがわかり、内容の更新業務に力点

を移した。 

「学校に相談できる

人がいる」と答える生

徒の割合：80％(中・

高共通) 

高校 75.3%、中

等部 86.9% 

（全体 81.1%） 
Ａ 

中高を総合すれば 80%は超えたが、高

校の割合が低い。高校での割合をどの

ように増やしていくかを検討し、改善

していく。 

エ 学校行事、

部 活 動 等

の 充 実 を

図り、社会

性 と 自 立

心 を 育 成

する。 

部活動に一生懸命取

り組む生徒の割合：

80％以上（中・高共通） 

高校 84.8%、中

等部 88.7%。中

高ともに目標達

成した。 

Ａ 

中高で連携をとり、部活動の在り方を

考え、部活動内での人間関係づくり

や、より一層部活動の活性化につなが

る取組を検討していく。 

海外研修で「充実して

いる」と答える生徒の

割合：90％以上 

海外交流行事実施：１

回以上 

事後アンケート

では、普通科は、

92.4%芸術科は

88.2%。人数比割

合 91.8% 

Ａ 

今年初めてのウィーンは、今年度の成

果を生かし、さらに工夫できる余地が

ある。 

ボランティア活動・社

会貢献活動・奉仕活動

経験生徒：60％以上 

高校 49.2%,中

等部 76.5%、全

体 61.7%概ね目

標は達成でき

た。 

Ｂ 

福祉委員会の活動が充実し、様々な場

面で生徒が活動できた。今後も全校生

徒に対して、呼びかけ、意識付けを行

う。また、行った活動を全体に紹介す

る場を設けていきたい。 

「学校生活が充実し

ている」と答える生徒

の割合：70％(中・高共

通) 

高校 80.8%、 

中等部 90% 

中高ともに充分

に目標達成でき

た。 

Ａ 

生徒会活動で生徒の企画を生徒主導

で実施することができた。さらに、生

徒一人ひとりが活躍できる場を提供

できるようにしていく。 

芸術鑑賞教室満足

度：80％以上 

図書館貸出数：4000冊

以上 

満足度 90.2％ 

図書館貸出数：

3,344冊(1/23) 

朝読書実施（中

等部は通年）、

（高校は朝読書

週間年４回実

施） 

Ｂ 

日程が過密であることより諸行事の

見直しが必要ではないか。 

全校読書会と朝読書を連携し、本を読

むきっかけや機会増加に繋げられた。

当日の運営は、時間的制約があるた

め、やり方を考える必要がある。高校

生の貸し出しが少ないので、増やして

いきたい。 

オ 開かれ た

学校づ く

り、安心・

安全な 学

校づく り

を推進 す

土曜ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ参加者

数：年間 1,600人 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ：年間

500,000件 

参加者（３日間） 

1,475人 

(昨年 1,489人) 

ｱｸｾｽ：年間

791,700件 

Ｃ 

３年連続の減少となった。広報の仕方

も含めて清水南の魅力を来場者に感

じてもらえるように改善を行う。ホー

ムページでは、全職員で協力して、学

校の様子を毎日アップしており、アク

セス増加に繋がっている。 
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る。 PTA総会出席率：50％

以上 

学年保護者会の出席

率：50％以上(中・高

共通） 

ＰＴＡ総会出席

率  

中等部 36.3％ 

高校 42.9％ 

(中・高共通）

39.6％ 

学年保護者会出

席率 

(中・高共通）

59.5％ 

Ｃ 

出席率は目標値を下回ったが、欠席者

からは委任状をいただいている。 

高校保護者会では、保護者進路講演会

を同時に開催し、出席率の向上に努め

た。学校生活に関する情報を保護者と

教員が共有できる場を設定し、出席率

の増加に繋げていきたい。 

実践的防災訓練実

施：年間３回 

地域防災訓練参加率： 

中等部75％、高校45％ 

防災訓練年間３

回実施 

（４月、８月、

１月） 

地域防災訓練参

加率 

中 61.6％  高

39.6％ 

Ｃ 

学校防災推進協力校として、実践的な

防災訓練を実施した。また、防災委員

会を委員会組織に加え活動を開始さ

せた。今後はより生徒主体の防災組織

及び運営をめざし、活動を活発化させ

る。 

講話や研修等の取

組：月１回以上 

職員会議時の短

時間研修に加

え、講師を招請

しての研修会等

を６回実施し

た。 

Ａ 

毎月研修等を行うことは困難である

が、長期休業期間等を利用して、年間

15回程度は実施できている。コンプラ

イアンス研修については、マンネリ化

しないように工夫していく。 

カ 環境美化、

事 務 業 務

の効率化、

働 き 方 改

革 を 含 め

た 業 務 改

善を行う。 

平常の清掃、学期初め

と終わりの清掃及び

全校清掃の徹底 

毎学期末の大掃

除の計画、実施

がしっかりでき

前年度の反省を

生かし、校内美

化を推進するこ

とができた。 

Ａ 

美化担当の教員が中心となり大掃除

や浜清掃、長期休業中のトイレ掃除等

がしっかりと計画、実施がされた。 

今後もできるところで、校舎内の美化

活動を行いたい。 

古いトイレは毎日清掃をしても臭い

が残るので、業者を入れるなど改修す

る等の改善が必要である。 

予算執行等に関する

校内研修会の開催：年

１回 

６月の職員会議

内で「不適切な

会計処理の根

絶」をテーマに

事例を交え研修

会を実施。 

Ａ 

適正な会計処理が行われた。 

より効果を高めるため、研修会の時期

を早めるよう検討していく。また、さ

らなる情報発信を丁寧にしていきた

い。 

夏季休暇の取得率：

100％ 

時間外勤務一ヶ月平

均80時間以上の教職

員：０％ 

部活動ガイドライン

の遵守 

夏季休暇の取得

率：100％ 

一ヶ月平均 80

時間以上の教職

員：1.5％ 

各顧問は、遵守

しようと努力し

ている。 

Ｂ 

働き方改革を推進するために、業務改

善を進めながら、休暇取得がしやすい

職場の雰囲気を醸成していく。 

 

 


